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【目的】
大気中の二酸化炭素 (CO2)の上昇による環境変動を回避する一手段として､現在
CO2海洋隔離の技術開発が検討されている｡海洋隔離の実行可能性を議論するために
は､C02が海洋生物に与える影響について十分に調査する必要がある｡これまでの我々
の研究により､高CO2環境 (1-5%CO2)に曝露したヒラメで､血衆Cト濃度の減少が確
認され､塩類細胞 (海産魚でCl~排出を担 う)の関与が推察された｡そこで本研究で
は､ヒラメを高CO2環境に曝露し､鯉塩類細胞の応答を調べた｡
【方法】
正常海水及び1%及び5%C02を含む空気に平衡させた高CO2海水に0､24､72及び
168時間 (5%C02では､24時間以降に魚が繁死するため､24時間まで)曝露した｡曝
露後､鯉を採取し､(1)走査電子顕微鏡で塩類細胞開口部の面積を計測した｡(2)塩類細
胞をNa+,K+-ATPaseに対する抗体を用いて免疫染色し､共焦点レーザースキャン顕微
鏡で観察し､塩類細胞の断面積と密度を計測した｡(3)鯉Na+,K上ATPaseの活性を測定
した｡
【結果】
正常海水曝露区において､全ての測定項目は､有意な変化を示さなかった｡(1)塩類
細胞開口部の面積は､5%CO2区において､曝露24時間後に約4.1倍になった｡(2)高CO2
海水曝露により､塩類細胞の断面積及び密度は､有意な変化を示さなかった｡(3)鯉
Na+,K+-ATPaseの活性は､ 1%CO2区において､72時間までに約2.0倍上昇し､その後
低下した｡5%CO2区で､酵素活性は24時間までに約1.7倍上昇した｡
以上の結果より､高CO2環境下における酸塩基平衡調節に対する鯉塩類細胞の関与
が示唆された｡
陸に上がった魚､ヨダレカケの繁殖戦略
広島大学大学院生物圏科学研究科 清水則雄
イソギンポ科魚類の1種ヨダレカケAndamiatetradactylaは波に洗われる岩礁性海岸
の潮間帯から潮上帯に生息する魚である｡本種は潮間帯の水面上の岩に付着した藻類
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をはみながら潮の干満にあわせて移動し､ときには水面上をとびはねて移動するなど
特異な生態を有した｡
本種の繁殖生態はこれまで未解明であったが､本研究により､本種が一夫多妻のな
わぼり訪問型の婚姻システムを有すること､潮上帯の岩の隙間や割れ目の巣穴で飛沫
時に湿度だけで充分産卵すること､干潮時の干上がった巣穴で約半日もの間､雄親に
よって卵保護が行われることなど､魚類では極めて稀な繁殖戦略を有していることが
明らかになった｡
卵は空気中で発育し､約 7-10日間で卵字化したが､卵字化実験の結果から婿化は波など
の震動による外圧によって誘引されることが示唆された｡また､電子顕微鏡による卵
の微細構造の観察によると､本種の卵膜は7層構造と厚く､強力な付着糸を有すなど､
砕波帯での産卵に適応した特異な構造が兄いだされた｡
本発表では､A.tetradactylaの産卵､卵保護､卵字化について詳細に報告するとともに､
他の陸上産卵魚を交えた陸上産卵のコストとベネフィットの観点から､魚類の陸上進
出要因について考察する｡
有明海エスチャリの砂質干潟におけるスナモグリ類,巻貝,二枚貝
:個体群の爆発的増大と凋落をもたらす共通要因の追究
玉置昭夫 (長崎大学水産学部附属海洋資源教育研究センター)
演者は1979年以来,有明海から橘湾を経て五島灘 ･天草灘沿岸に至る海域の砂質干
潟でベントス群集の変化を追跡してきた｡これらの干潟では,スナモグリ類 (甲殻十
脚目)の同属2種ハルマンスナモグリとニホンスナモグリが塩分傾度に沿って分かれ
て分布している｡前者は外海から有明海の湾口部側 1/3の海域に,後者は有明海の
中央部 1/3の海域に出現する｡1980年代の初頭 (多分1970年代の後半から),両種
とも個体群の爆発的増大を起こした｡その結果,各干潟が広範囲に渡って高密度のス
ナモグリ類巣穴によって占められ,この状態は10年以上にわたって続いた｡これに伴
い,ハルマンスナモグリに占有された数カ所の干潟では,かつての最優占種のイボキ
サゴ (巻貝)とその附随種群が絶滅した｡しかし,その中のひとつの干潟 (天草下島
の富岡湾干潟)では1995年よりアカエイの来襲が急増し,その捕食と基質撹拝作用に
よってハルマンスナモグリの個体群密度を大きく減少させてきた｡これに続き,1997
年よりイボキサゴとその附随種4種の個体群が復活してきた｡この復活は,地域個体
群が存続していた干潟 (天草下島の東海岸)から,浮溝幼生が流入したため可能とな
ったものである｡一方,現在ニホンスナモグリが優占している干潟では,かつて,
1973年よりアサリの漁獲量が急増して1980年頃までにピークに達し,その後,減少し
続けている｡これはニホンスナモグリ及び近縁のアナジャコ個体群の爆発的増大が-
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